
日
蓮
大
聖
人
（
一
二
二
二
’
一
二
八
二
）
（
以
下
、
宗
祖
と
称
す
る
）
の
遺
文
に
は
多
く
の
人
物
・
説
話
が
引
用
さ
れ
、
活
用
さ
れ
て

せ
い
じ
ん

い
る
。
そ
の
中
で
も
特
に
発
表
者
が
関
心
を
抱
い
て
い
る
の
が
、
孔
子
や
老
子
と
い
っ
た
中
国
思
想
上
の
聖
人
た
ち
で
あ
る
。
宗
祖

御
遺
文
を
確
認
す
る
と
、
引
用
回
数
は
非
常
に
多
く
特
に
孔
子
は
、
二
○
か
所
の
引
用
が
あ
り
、
中
国
史
上
の
人
物
と
し
て
は
最
多

桂
林
学
鍍
第
二
十
八
号
平
成
二
十
九
年

宗
祖
に
お
け
る
三
聖
派
遣
説

一
、
問
題
の
所
在

目
次

一
、
問
題
の
所
在

二
、
「
清
浄
法
行
経
」
と
は

三
、
宗
祖
・
道
元
に
お
け
る

四
、
宗
祖
に
お
け
る
垂
迩

五
、
ま
と
め

「
三
聖
派
遺
説
」

芹
澤
寛
隆
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に
儒
仏
道
（
儒
錘

在
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
ス
タ
ン
ス
の
違
い
は
何
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
本
論
で
は
両
者
が
そ
の
著
作
中
で
引
用
し
て
い
る
「
仏
説
清
浄
法
行

経
」
（
以
下
、
「
消
浄
法
行
経
」
と
略
す
る
）
に
示
さ
れ
る
「
三
聖
派
遣
説
」
を
題
材
と
し
て
考
察
し
た
い
。
な
お
、
本
論
は
芹
澤
が
昨

年
度
東
北
大
学
に
提
出
し
た
博
士
論
文
の
第
四
章
の
一
部
に
さ
ら
に
考
察
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

（
２
）

宗
祖
は
「
開
目
抄
」
に
お
い
て
、
学
ぶ
べ
き
も
の
と
し
て
外
典
（
儒
教
）
、
外
道
、
内
典
（
仏
教
）
の
三
つ
を
挙
げ
た
上
で
相
対
を

行
い
、
優
れ
た
も
の
と
し
て
内
典
を
挙
げ
て
、
最
終
的
に
は
「
法
華
経
」
を
中
心
と
し
た
世
界
観
に
組
み
込
ん
で
い
る
。
そ
の
中
で

宗
祖
は
外
典
の
聖
人
で
あ
る
孔
子
や
老
子
に
対
し
て
、
仏
教
に
準
じ
る
五
常
を
守
る
者
と
し
て
一
定
の
評
価
を
与
え
て
い
る
。

（
３
）

そ
れ
に
対
し
て
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
道
元
（
一
二
○
○
’
一
二
五
三
）
は
そ
の
著
作
で
あ
る
『
正
法
眼
蔵
」
に
お
い
て
、
儒
教
、
特

に
儒
仏
道
（
儒
教
・
仏
教
・
道
教
）
の
三
学
を
一
致
と
す
る
説
を
強
く
批
判
し
つ
つ
、
孔
子
等
の
聖
人
を
、
論
ず
る
に
足
ら
な
い
存

（
４
）

「
清
浄
法
行
経
」
と
は
望
月
信
享
著
「
仏
教
大
辞
典
』
に
よ
る
と

現
今
傳
は
ら
ざ
る
が
故
に
其
の
内
容
の
委
細
を
知
る
を
得
ざ
る
も
、
其
の
中
に
老
子
、
孔
子
及
び
顔
回
を
摩
訶
迦
葉
等
の
應
化

（
５
）

と
な
す
の
説
を
出
せ
る
を
以
て
有
名
な
り
。
（
中
略
）
此
の
経
が
偽
経
な
る
こ
と
は
固
よ
り
辮
を
俟
た
ざ
る
所
。

（
６
）
（
７
）

と
あ
る
。
こ
の
「
清
浄
法
行
経
」
に
つ
い
て
の
研
究
と
し
て
は
石
橋
成
康
氏
の
研
究
や
野
村
卓
美
氏
の
研
究
が
あ
る
。
近
年
、
現
存

（
８
）

が
確
認
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
る
と
「
三
聖
派
遣
説
」
は
「
清
浄
法
行
経
」
中
に
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
最
近
ま
で
現
存
が
確
認
さ

（
１
）

の
引
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。

宗
祖
に
お
け
る
三
聖
派
通
説
（
芹
澤
寛
隆
）

二
、
「
清
浄
法
行
経
」
と
は
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れ
て
い
な
か
っ
た
「
消
浄
法
行
経
」
の
存
在
が
認
め
ら
れ
て
い
る
理
由
と
し
て
は
望
月
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
宗
派
を
問
わ
ず

様
々
な
人
物
に
よ
っ
て
「
三
聖
派
遣
説
」
が
「
清
浄
法
行
経
」
に
曰
く
、
と
い
う
形
で
引
用
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
石
橋
氏
、

野
村
氏
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
日
本
撰
述
書
に
み
る
『
清
浄
法
行
経
」
の
引
用
に
、
発
表
者
が
確
認
し
追
加
し
た
も
の
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。
宗
祖
以
前
も
し
く
は
宗
祖
と
同
時
期
の
著
作
に
つ
い
て
主
な
も
の
の
み
で
は
あ
る
が
、
該
当
す
る
箇
所
を
示
す
（
以
下
、

り
で
あ
る
。
宗
祖
以
前
も
し
く
は

傍
点
、
傍
線
は
発
表
者
が
付
し
た
）
。

清
淨
法
行
經
云
。
我
遣
三
人
漸
教
衆
生
。
迦
葉
菩
薩
彼
名
老
子
。
儒
童
菩
薩
彼
名
孔
子
。
光
淨
菩
薩
彼
名
顔
回

・
選
者
未
詳
「
耀
天
記
」
山
王
事
「
神
道
大
系
」
日
吉

説
孝
經
五
千
文
。
迦
葉
菩
薩
彼
種
老
子
。
説
老
子
五
千
文
。

（
叩
）

・
安
然
撰
「
悉
埜
蔵
」
巻
第
一
、
巻
第
二
「
大
正
」
八
四
巻
、
三
六
八
頁
Ｂ
、
三
八
二
頁
Ｂ

（
９
）

・
善
珠
述
「
唯
識
義
燈
増
明
記
」
巻
第
一

篭
騨
篭
羅
笠
鰡
此
等
三
人
雌
興
俗
典
。

子
者
魯
人
也
。
姓
孔
。
名
丘
。
字
仲
尼
。

述
易
道
。
門
徒
三
千
。
達
者
七
十
二
人
。

彼
穂
仲
尼
、
月
光
菩
薩
、
彼
輔
顔
同
ト
侍
ト
カ
ヤ
、
佛
ノ
御
使
ニ
テ
、
圓
頓
教
法
ヲ
宣
給
ヘ
ル
人
ナ
レ
バ
、
鐸
迦
如
来
ノ
善
巧

清
浄
法
行
経
ノ
中
二
、
尺
尊
ノ
我
遣
三
聖
、
化
彼
震
旦
ト
仰
ラ
レ
タ
ル
文
ヲ
尺
給
ニ
ハ
、
迦
葉
菩
薩
、
彼
輔
老
子
、
光
浄
菩
薩
、

Ⅱ
明
直
子

與 如
清
淨
法
行
經
云
。
迦
葉
爲
老
子
。
同
明
。
儒
童
爲
顔
淵
。
光
淨
菩
薩
爲
孔
子
也
。
若
如
前
解
佛
則
認
歸
。
若
如
後
解
方
便
施

調
伏
衆
生
故
。
設
此
方
便
潜
在
俗
中
。
光
淨
童
子
菩
薩
彼
稻
顔
淵
。
謂
顔
回
。
是
故
清
淨
法
經
云
。
孔
・
顔
二
賢
以
爲
師
弟
。

宗
祖
に
お
け
る
三
聖
派
過
説
（
芹
潔
寛
隆
）

乃
是
大
権
菩
薩
。
佛
説
清
淨
行
經
云
。
儒
童
菩
薩
彼
穂
孔
丘
。
解
云
。
作
孝
經
云
孔

有
聖
徳
生
於
周
末
。
歴
國
画
像
感
躬
莫
能
見
聞
。
乃
判
詩
書
。
定
憩
樂
。
修
春
秋
。

博
徒
學
問
者
有
其
六
萬
。
准
阿
含
經
中
。
孔
子
弟
子
七
十
二
人
總
是
大
椛
菩
薩
。
爲

『
大
正
」
六
五
巻
、
三
三
九
頁
Ａ

光
明
蹴
予
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清
淨
法
行
經
云
。
吾
今
先
遣
弟
子
三
聖
悉
是
菩
薩
。
往
彼
示
現
魔
訶
迦
葉
稲
老
子
、
光
明
童
子
稲
仲
尼
、
月
明
儒
童
號
顔
淵
。

・
良
忠
述
「
観
経
玄
義
分
略
紗
」
巻
第
二
「
浄
土
宗
全
書
」
第
二
巻
、
四
七
五
頁
上

上
品
三
人
是
遇
大
凡
夫
中
品
三
人
是
遇
小
凡
夫
事

間
中
品
下
生
世
禰
爲
受
法
、
是
佛
法
外
世
善
也
。
何
故
中
品
三
生
總
云
遇
小
哉
。
答
五
常
五
戒
當
故
小
乗
属
也
。
孔
子
五
常
約

●

|蕊‘
行
經
一

云
。 ◎

・
日
蓮
撰
「
開
目
抄
」
『
定
遺
」
五
三
六
頁

・
無
住
撰
「
沙
石
集
」
巻
第
一
「
日
本
古
典
文
学
大
系
」
八
五
巻
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
一
年
、
六
一
頁

儒
童
稻
孔
丘
。
光
淨
名
顔
回
。
云
云
應
是
經
本
不
同
。

（
吃
）

・
良
忠
述
『
観
経
玄
義
分
傳
通
記
」
巻
第
五
「
浄
土
宗
全
書
」
第
二
巻
、

（
皿
）

ノ
ァ
リ
サ
マ
ヲ
、
能
々
伺
上
得
給
ヘ
ル
上
二
、
ヨ
モ
又
僻
事
ハ
シ
給
ハ
ジ
ト
壁
侍
也

・
證
眞
撰
「
止
観
私
記
」
巻
第
六
末
「
大
日
本
佛
教
全
書
」
三
七
巻
、
一
五
五
頁
Ｂ

能
化
善
巧
者
小
乗
教
也
。
清
淨
法
行
經
云
。
我
遺
弟
子
三
聖
化
彼
震
旦
、
迦
葉
菩
薩
彼
云
老
子
、
儒
童
菩
薩
彼
云
孔
子
、
光
淨

菩
薩
彼
名
顔
淵
。

漢
朝
ニ
ハ
、
佛
法
ヲ
弘
ム
爲
二
、
儒
童
・
迦
葉
・
定
光
ノ
三
人
ノ
菩
薩
、
孔
子
・
老
子
・
顔
回
ト
テ
、
先
外
典
ヲ
以
テ
人
ノ
心

ヲ
和
ゲ
テ
、
後
二
佛
法
ヲ
流
布
セ
シ
カ
バ
、
人
皆
是
ヲ
信
ジ
キ

（
脇
）

了
尊
撰
「
悉
曇
輪
略
図
抄
」
巻
第
七
「
大
正
」
八
四
巻
、
六
九
○
頁
Ｂ

清
淨
法
行
經
者
。
諸
文
引
用
不
同
。
淨
名
玄
。
浬
藥
疏
等
云
。
迦
葉
名
老
子
。
光
淨
名
仲
尼
。
儒
童
號
顔
淵
。
破
邪
論
等
云
。

宗
祖
に
お
け
る
三
聖
派
遣
説
（
芹
澤
寛
隆
）

我
遣
三
聖
等
者
。
清
淨
法
行
經
云
。
月
光
菩
薩
彼
稻
顔
回
。
光
淨
菩
薩
彼
稻
仲
尼
。
迦
葉
菩
薩
彼
稲
老
子
文
清
淨
法 ’

一
八
五
頁
下

－98－



…
。
！
。

（
鳩
）

・
慈
遍
撰
「
豊
葦
原
神
風
和
記
」
巻
下
「
続
々
群
書
類
従
」

（
Ｍ
）

・
頼
宝
撰
「
釈
摩
訶
桁
論
勘
注
」
巻
第
三
「
大
正
」
六
九
巻
。
六
二
五
頁
Ｂ

（
焔
）

・
伝
菅
原
為
長
作
『
天
神
講
式
」
第
一
段
「
神
道
大
系
」
北
野

（
Ⅳ
）

或
経
云
、
我
滅
後
之
後
、
於
末
法
中
、
現
大
明
神
、
為
説
空
法
云
々
、
如
来
之
誠
言
如
斯
、
薩
唾
之
権
化
無
疑
、

清
淨
法
行
經
云
。
佛
遺
一

・
覚
憲
撰
「
三
国
傳
燈
記
」

佛
遺
三

云
ハ
月
光
菩
薩
是
ハ
顔
回
ナ
リ
。
光
淨
菩
薩
ハ
是
仲
尼
也
。
迦
葉
菩
薩
ハ
是
老
子
也
ト
。

・
珍
海
撰
「
三
論
玄
疏
文
義
要
」
巻
第
二
「
大
正
』
七
○
巻
、
二
二
三
頁
Ｂ

・
貞
海
撰
「
三
論
玄
義
紗
」
巻
上
『
大
正
」
七
○
巻
、
五
○
四
頁
Ａ

経
云
、
我
今
先
過
弟
子
三
聖
、
悉
是
菩
薩
也
、
往
彼
示
現
摩
訶
迦
葉
稲
老
子
、
光
明
童
子
稲
仲
尼
、
月
明
童
子
稲
顔
淵
云
々
、

此
三
菩
薩
等
、
生
人
間
号
弘
儒
学
、
在
夢
後
以
為
神
明
、
今
観
自
在
菩
薩
、
現
天
満
天
神

・
道
元
撰
「
正
法
眼
蔵
」
第
十
四
禅
比
丘
「
大
正
」
八
二
巻
、
二
九
八
頁
Ｃ

（
咽
）

・
中
観
澄
禅
撰
「
三
論
玄
義
検
幽
集
」
巻
第
二
「
大
正
」
七
○
巻
、
四
○
六
頁
Ｂ

浬
藥
疏
第
九
日
。
若
如
他
所
明
止
言
稗
迦
教
是
佛
法
。
周
孔
莊
老
等
此
是
外
道
法
今
明
。
皆
是
佛
法
。
何
故
爾
。
佛
説
人
天
一

浬
藥
疏
第
九
日
。
若
如
他
所
明
止
言
稗
迦
教
是
佛
法
。
周
孔
莊
老
等
此
是
外
砦

佛
説
人
天
五

清
淨
法
行
經
ノ
文
二
佛
三
聖
ヲ
兼
テ
震
日
三
遺
シ
禮
儀
ヲ
先
ヅ
開
キ
然
後
二
大
小
乗
ノ
經
ヲ
ワ
タ
ス
ベ
シ
ト
云
ヘ
リ
。
三
聖
ト

有
文
字
皆
是
佛
説
也
。

乘
世
出
世
教
依
河
西
判
莊
子
等
皆
是
人
乘
。
老
子
則
是
天
乘
。
豈
非
佛
法
耶
。

宗
祖
に
お
け
る
三
聖
派
避
説
（
芹
澤
寛
隆
）

弟
子
振
旦
教
化
。
儒
童
菩
薩
彼
稲
孔
丘
。
光
淨
菩
薩
。
彼
云
顔
同
。
摩
訶
迦
葉
彼
稲
老
子

儒
童
菩
薩
彼
名
孔
子
。
光
淨
菩
薩
彼
名
顔
回

第
一

故
淨
法
行
經
中
自
明
老
子
則
是
迦
葉
等
此
鐸
所

又
清
浄
法
行
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す
）
に
依
る
と
考
え
ら
れ
る

（
旧
）

・
萬
例
道
担
撰
「
三
教
一
致
弁
」
「
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
」
二
十

以
上
、
二
四
例
は
い
ず
れ
も
「
三
聖
派
遣
説
」
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
人
物
の
比
定
に
は
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

『
清
浄
法
行
経
」
の
本
文
を
踏
ま
え
、
野
村
氏
は
中
国
撰
述
、
日
本
撰
述
に
分
け
た
上
で
分
類
し
て
い
る
。
そ
の
分
類
の
う
ち
日
本

撰
述
の
も
の
を
当
て
は
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

Ｉ
型
「
摩
訶
迦
葉
↓
老
子
」
「
光
浄
菩
薩
↓
仲
尼
」
「
月
明
儒
童
↓
顔
淵
」
「
清
浄
法
行
経
」
と
同
じ

安
然
撰
「
悉
曇
蔵
」
、
了
尊
撰
「
悉
曇
輪
略
図
抄
」
、

Ⅱ
型
「
儒
童
菩
薩
↓
孔
丘
」
「
光
浄
菩
薩
↓
顔
淵
」
「
摩
訶
迦
葉
↓
老
子
」
「
広
弘
明
集
」
に
依
る
と
考
え
ら
れ
る

善
珠
述
「
唯
識
義
燈
増
明
記
」
、
珍
海
撰
「
三
論
玄
疏
文
義
要
」
、
中
観
澄
禅
撰
「
三
論
玄
義
検
幽
集
」
、
貞
海
撰
「
三
論
玄
義

（
鋤
）

紗
」
、
覚
憲
撰
「
三
国
傳
燈
記
」
、
良
忠
述
「
観
経
玄
義
分
略
紗
」

（
幻
）

Ⅲ
型
「
月
光
菩
薩
↓
顔
回
」
「
光
浄
菩
薩
↓
仲
尼
」
「
迦
葉
菩
薩
↓
老
子
」
「
摩
訶
止
観
輔
行
伝
弘
決
」
（
以
下
「
弘
決
」
と
略

、
聖
問
述
「
伝
通
記
糠
紗
」
巻
十
八
「
浄
土
宗
全
書
」
三
、
四
二
五
頁
下

・
聖
問
述
『
釈
浄
土
二
蔵
義
」
巻
第
廿
八
「
浄
土
宗
全
書
」
十
二
、
三
二
三
頁
下

・
沙
弥
玄
棟
撰
「
三
国
伝
記
」
巻
第
十
二
第
十
七

．
加
祐
述
『
観
念
法
門
私
記
私
紗
」
巻
下
「
浄
土
宗
全
書
」
四
、
三
三
四
頁

・
覚
眼
撰
「
三
論
玄
義
誘
蒙
」
巻
上
「
大
正
』
七
○
巻
、
五
三
六
頁
Ｃ

・
圓
智
・
義
山
述
『
圓
光
大
師
行
状
画
図
翼
賛
』
巻
廿
三
巻
六
十
「
浄
土
宗
全
書
』
十
六
、
三
六
五
頁
上
、
九
六
一
頁
上
～

下
宗
祖
に
お
け
る
三
聖
派
過
説
（
芹
澤
寛
隆
）
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Ｖ
型
「
摩
訶
迦
葉
↓
老
子
」
「
光
明
童
子
↓
仲
尼
」
「
月
明
儒
童
↓
顔
淵
」
日
本
独
自
の
も
の
。
誤
植
の
可
能
性
あ
り

良
忠
述
『
観
経
玄
義
分
傳
通
記
」
、
伝
菅
原
為
長
作
『
天
神
講
式
」
、
聖
問
述
「
釈
浄
土
二
蔵
義
』

以
上
よ
り
、
宗
祖
に
よ
る
「
三
聖
派
過
説
」
は
Ⅲ
型
の
『
弘
決
」
の
孫
引
き
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
先
に
挙
げ
た
例

に
は
「
弘
決
云
」
と
し
な
が
ら
も
人
物
の
比
定
が
異
な
る
例
や
同
一
人
物
で
も
引
用
の
パ
タ
ー
ン
が
異
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
そ
の

他
、
證
眞
の
よ
う
に
、
Ｉ
型
、
Ⅱ
型
を
示
し
つ
つ
、
諸
本
の
不
同
を
指
摘
す
る
例
も
あ
る
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
今
後
さ
ら
に

検
討
を
加
え
た
い
。
次
に
、
宗
祖
、
道
元
そ
れ
ぞ
れ
の
「
三
聖
派
遣
説
」
に
関
係
す
る
記
述
を
引
用
す
る
。

両
者
と
も
に
「
弘
決
云
」

し
て
い
る
。
『
弘
決
」
に
は

三
授
藥
中
。
亦
先
總
酎

制
禮
作
樂
五
徳
行
世
。

此
土
化
初
而
説
。
我
遮

ｆ
Ｌ
ｌ
ｑ
９
ｊ
Ｉ

亦
先
總
畢

我
遣

Ⅳ
型
「
儒
童
菩
薩
↓
顔

日
本
撰
述
書
に
は
無
い
。

「
儒
童
菩
薩
↓
顔

宗
祖
撰
「
開
目
抄
」
、
了
尊
撰
『
悉
曇
輪
略
図
抄
」
、
選
者
未
詳
「
耀
天
記
」
、
道
元
撰
「
正
法
眼
蔵
」
、
慈
遍
撰
「
豊
葦
原
神
風

和
記
」宗

祖
に
お
け
る
三
聖
派
通
説
（
芹
澤
寛
隆
）

四
宗
祖
・
道
元
に
お
け
る
「
三
聖
派
遣
説
」

回
」
「
浄
光
菩
薩
↓
仲
尼
」
「
大
迦
葉
菩
薩
↓
老
子
」
『
折
疑
論
』
に
依
る
と
考
え
ら
れ
る

藥
病
。
衆
生
下
別
明
授
藥
。
先
明
授
世
法
藥
中
。
如
孔
丘
等
者
。
姓
孔
名
丘
字
仲
尼
。
周
公
姓
姫
名
旦
。

徳
行
世
。
佛
教
流
化
實
頼
於
姦
。
瞳
樂
前
躯
眞
道
後
啓
。
元
古
混
沌
未
宜
出
世
者
。
佛
教
明
劫
不
須
此
名
。
且
寄

三
聖
等
者
。
亦
云
震
旦
具
如
前
説
。

も
し
く
は
「
古
徳
（
湛
然
）
云
」
と
あ
る
よ
う
に
、
湛
然
（
七
二
’
七
八
二
）
撰
の
「
弘
決
」
を
引
用

清
淨
法
行
經
云
。
月
光
菩
薩
彼
稗
顔
回
。
光
淨
菩
薩
彼
稲
仲
尼
。
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と
あ
る
。
湛
然
は
妻

が
あ
る
と
し
て
い
る
。

・
宗
祖
に
お
け
る

宗
祖
に
お
け
る

（
蕊
）

教
た
り
。
止
観
に
（
金
光
明
）
経
を
引
て
云
、
我
遣
三
聖
化
彼
震
旦
等
幸

宗
祖
は
佐
前
の
書
で
あ
る
『
災
難
興
起
由
来
』
か
ら
佐
後
の
書
で
あ
る
「
下
山
御
消
息
」
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
三
聖
派
遣
説
を

菩
薩
彼
称
仲
尼
迦
葉

例
ば
儒
家
の
本
師
た
る

迦
葉

孝
高
き
こ
と
を
し
ら
し
め
、
師
匠
を
教
て
帰
依
を
し
ら
し
む
。

妙
楽
大
師
云
仏
教
流
化
実
頼
於
姦
。
礼
楽
前
駈
真
道
後
啓
等
電
天
台
云
金
光
明
経
云

若
深
識
世
法
即
是
仏
法
等
電
出
蹴
珂
我
遺
三
聖
化
彼
真
丹
等
電
弧
槻
司
測
削
渕
制
矧
剥

た
め
に
遣
す
と
こ
ろ
の
三
聖
な
り
。

孔
子
が
此
土
に
賢
聖
な
し
、
西
方
に
仏
図
と
い
う
者
あ
り
、
此
聖
人
な
り
と
い
ゐ
て
、
外
典
を
仏
法
の
初
門
と
な
せ
し
こ
れ
な

り
。
礼
楽
等
を
教
て
、
内
典
わ
た
ら
ば
戒
定
慧
を
し
り
や
す
か
ら
せ
ん
が
た
め
、
王
臣
を
教
て
尊
卑
を
さ
だ
め
、
父
母
を
教
て

後
見
之
即
五
戒
也
。

答
え
て
曰
く
、
仏
砕

れ
を
見
れ
ば
、
す
《す
な
仏
法 「

三
聖
派
遣
説
」

難
云
若
爾
者
今
世
災
難
依
破
五
常
者
何
必
云
選
択
流
布
失
乎
。
答
日
仏
法
未
渡
漢
土
前
黄
帝
等
以
五
常
治
国
。
其
五
常
渡
仏
法

迦
葉
菩
薩
彼
稲
老
子
。
天
竺
指
此
震
旦
爲
彼
。

る
。
湛
然
は
「
清
浄
法
行
経
」
を
引
き
つ
つ

宗
祖
に
お
け
る
三
聖
派
遮
説
（
芹
漂
寛
隆
）

わ
ち
五
戒
な
り
。

い
ま
だ
漢
土
に
渡
ら
ざ
る
前
は
、
黄
帝
等
五
常
を
以
て
国
を
治
む
。
そ
の
五
常
は
、
仏
法
渡
り
て
後
に
こ

菩
薩
彼
称
老
子
。

孔
子
・
老
子
等
の
三
聖
は
仏
の
御
使
と
し
て
漢
土
に
遺
さ
れ
て

老
子
・
孔
子
等
も
ま
た
仏
遠
く
未
来
を
鑑
み
、
国
土
に
和
し
、
仏
法
を
信
ぜ
し
め
ん
が

（
割
）

天
竺
指
此
震
旦
為
彼
釜
》

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

（
唾
）

准
諸
目
録
皆
推
此
經
以
爲
疑
償
。
文
義
既
正
或
是
失
課
。

「
准
諸
目
録
皆
推
此
經
以
爲
疑
償
。
」
と
あ
る
よ
う
に
こ
の
経
に
は
疑
わ
し
い
点

、
内
典
の
初
門
に
礼
楽
の
文
を
諸
人
に

◎

一
切
世
間
所
有
善
皆
因
此
経
。

月
光
菩
薩
彼
称
顔
回
光
浄
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（
溺
）

受
容
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
出
典
を
確
認
す
る
と
「
開
目
抄
」
に
お
い
て
「
弘
決
」
と
「
摩
訶
止
観
」
の
双
方
を
引
用
し
、
出
典

と
し
て
い
る
事
が
わ
か
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
遺
文
で
も
「
弘
決
」
の
内
容
を
要
約
し
つ
つ
「
三
聖
派
遣
説
」
を
受
容
し
て
い
る
が
、

否
定
は
し
て
い
な
い
。
ま
た
そ
の
活
用
姿
勢
は
積
極
的
に
用
い
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
が
、
仏
法
伝
来
以
前
の
震
旦
に
お
け
る
次

善
的
理
想
と
し
て
認
識
し
て
い
る
事
が
言
え
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
宗
祖
が
「
三
聖
派
遺
説
」
を
御
過
文
中
に
示
す
と
き
は
、
震

旦
に
お
け
る
仏
教
と
儒
教
（
老
荘
思
想
）
の
関
係
を
示
す
と
き
と
治
国
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
前
例
を
示
す
と
き
の
二
つ
が
重
な
っ

た
と
き
に
限
定
さ
れ
る
。
単
な
る
歴
史
の
叙
述
や
治
国
に
つ
い
て
述
べ
た
場
合
に
は
示
さ
れ
な
い
。
後
述
す
る
が
、
こ
う
し
た
タ
イ

ミ
ン
グ
に
宗
祖
に
お
け
る
相
承
観
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

・
道
元
に
お
け
る
「
三
聖
派
遣
説
」

道
元
に
お
け
る
「
三
聖
派
遣
説
」
は
『
正
法
眼
蔵
」
中
に
確
認
で
き
る
。
長
文
で
あ
る
が
関
係
す
る
箇
所
を
引
用
す
る
。

ム
カ
シ
ョ
リ
名
相
ニ
マ
ョ
フ
モ
ノ
。
正
理
ヲ
シ
ラ
サ
ル
ト
モ
カ
ラ
。
佛
法
ヲ
モ
テ
。
莊
子
老
子
ニ
ヒ
ト
シ
ム
ル
ナ
リ
。
イ
サ
サ

孔
子
老
子
等
モ
菩
薩
ナ
レ
ハ
。
ソ
ノ
説
ヒ
ソ
カ
ニ
佛
説
ニ
オ
ナ
シ
カ
ル
ヘ
シ
。
イ
ト
ト
マ
タ
佛
ノ
ッ
ヵ
ヒ
ナ
ラ
ン
。
ソ
ノ
説
ォ

●
●
９
●
白
●
●
●
，
、
Ｋ
Ｆ
抄
Ｌ
ｆ
少
、
Ｋ
〃
、
く
ノ
う
，

●
●
◆
●
●
●
●
●
●
●
◆
●
●
●
●
●
●
●
●

ノ
ッ
カ
ラ
佛
説
ナ
ラ
ン
ト
イ
フ
。
コ
ノ
説
ミ
ナ
非
ナ
リ
。
古
徳
日
ク
。
準
ス
ル
ニ
諸
ノ
目
録
二
。
皆
ナ
推
メ
此
ノ
經
ヲ
。
以
テ

爲
ス
疑
償
ト
云
云
。
イ
マ
コ
ノ
説
ニ
ョ
ラ
ハ
。
イ
ョ
イ
ョ
佛
法
ト
。
孔
老
ト
コ
ト
ナ
ル
ヘ
シ
。
ス
テ
ニ
コ
レ
菩
薩
ナ
リ
。
佛
果

ニ
ヒ
ト
シ
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
マ
タ
和
光
應
迩
ノ
功
徳
ハ
。
ヒ
ト
リ
三
世
諸
佛
菩
薩
ノ
法
ナ
リ
。
俗
塵
凡
夫
ノ
所
能
ニ
ァ
ラ
ス
。

實
業
ノ
凡
夫
。
イ
カ
テ
カ
應
迩
二
自
在
ア
ラ
ン
。
孔
子
イ
マ
タ
應
迩
ノ
説
ナ
シ
。
イ
ハ
ン
ヤ
孔
老
ハ
先
因
ヲ
シ
ラ
ス
。
當
果
ヲ

ト
カ
ス
。
ワ
ッ
カ
一
二
世
ノ
忠
孝
ヲ
モ
テ
。
キ
ミ
ニ
ッ
カ
ヘ
。
家
ヨ
ヲ
サ
ム
ル
術
ヲ
ム
ネ
ト
ス
ル
ナ
リ
。
サ
ラ
ニ
後
世
ノ
説
ナ

カ
モ
佛
法
ノ
稽
古
ア
ル
ト
モ
カ
ラ
ハ
。
ム
カ
シ
ョ
リ
莊
子
老
子
ヲ
オ
モ
ク
ス
ル
。
清
淨
法
行
經
二
日
ク
。
月
光
菩
薩
。
彼
二
稲

シ
顔
回
卜
。
光
淨
菩
薩
。
彼
二
穂
シ
仲
尼
卜
。
迦
葉
菩
薩
。

宗
祖
に
お
け
る
三
聖
派
遣
説
（
芹
澤
寛
隆
）

彼
二
稲
ス
老
子
ト
云
云

ム
カ
シ
ョ
リ
コ
ノ
經
ノ
説
ヲ
學
シ
テ
。
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シ
。
ス
テ
ニ
コ
レ
断
見
ノ
流
類
ナ
ル
ヘ
シ
。
莊
老
ヲ
キ
ラ
フ
ニ
。
小
乘
ナ
ホ
シ
ラ
ス
。
イ
ハ
ン
ャ
大
乘
ヲ
ヤ
ト
イ
フ
ハ
。
上
古

ノ
明
師
ナ
リ
。
（
中
略
）
カ
ク
ノ
コ
ト
ク
ノ
摩
子
オ
ホ
カ
ル
コ
ト
ヲ
古
徳
日
ク
。
如
キ
ハ
孔
丘
姫
旦
ノ
之
語
。
三
皇
五
帝
之
書

ノ
。
孝
ハ
以
テ
治
メ
家
ヲ
。
忠
ハ
以
テ
治
メ
國
ヲ
。
輔
ハ
以
テ
利
ス
民
ヲ
。
只
タ
是
レ
一
世
ノ
之
内
。
不
渡
ラ
過
未
二
。
未
タ

齊
カ
ラ
佛
法
ノ
之
益
ス
ル
ニ
於
三
世
ヲ
。
豈
不
ン
ャ
謬
ラ
乎
マ
コ
ト
ナ
ル
カ
ナ
古
徳
ノ
語
。
ヨ
ク
佛
法
ノ
至
理
ニ
達
セ
リ
。

世
俗
ノ
道
理
ニ
ァ
キ
ラ
カ
ナ
リ
。
三
皇
。
五
帝
ノ
語
。
イ
マ
タ
韓
輪
聖
王
ノ
ヲ
シ
ヘ
ニ
オ
ョ
フ
ヘ
カ
ラ
ス
。
梵
王
。
帝
稗
ノ
説

ニ
ナ
ラ
ヘ
論
ス
ヘ
ヵ
ラ
ス
。
統
領
ス
ル
ト
コ
ロ
。
所
得
ノ
果
報
。
ハ
ル
カ
ニ
劣
ナ
ル
ヘ
シ
。
輪
王
。
梵
王
。
帝
鐸
。
ナ
ホ
出
家

受
具
ノ
比
丘
ニ
オ
ョ
ハ
ス
。
イ
カ
ニ
イ
ハ
ン
ャ
如
來
ニ
ヒ
ト
シ
カ
ラ
ン
ャ
。
孔
丘
姫
旦
ノ
書
。
マ
タ
天
竺
ノ
十
八
大
經
二
オ
ョ

フ
ヘ
ヵ
ラ
ス
。
四
章
陀
ノ
典
籍
ニ
ナ
ラ
ヘ
ヵ
タ
シ
。
西
天
婆
羅
門
教
。
イ
マ
タ
佛
教
ニ
ヒ
ト
シ
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
。
ナ
ホ
小
乘
盤

聞
教
ニ
ヒ
ト
シ
ヵ
ラ
ス
。
ア
ハ
レ
ム
ヘ
シ
震
旦
。
小
國
邊
方
ニ
シ
テ
。
三
教
一
致
ノ
邪
説
ア
ル
コ
ト
ヲ
第
十
四
祖
龍
樹
菩
薩
ノ

日
ク
。
大
阿
羅
漢
。
畔
支
佛
ハ
・
知
り
八
萬
大
劫
ヲ
。
諸
ノ
大
菩
薩
ハ
。
及
ヘ
リ
知
ル
ー
無
量
劫
ヲ
。
孔
老
等
イ
マ
タ
一
世
ノ

ウ
チ
ノ
前
後
ヲ
シ
ラ
ス
。
一
生
二
生
ノ
宿
通
ア
ラ
ン
ャ
。
イ
カ
ニ
イ
ハ
ン
ャ
一
劫
ヲ
シ
ラ
ン
ャ
。
イ
カ
ニ
イ
ハ
ン
ャ
百
劫
千
劫

ヲ
シ
ラ
ン
ヤ
。
イ
カ
ニ
イ
ハ
ン
ヤ
八
萬
大
劫
ヲ
シ
ラ
ン
ャ
。
イ
カ
ニ
イ
ハ
ン
ャ
無
量
劫
ヲ
シ
ラ
ン
ャ
。
コ
ノ
無
量
劫
ヲ
ア
キ
ラ

ヵ
ニ
テ
ラ
シ
シ
レ
ル
コ
ト
。
タ
ナ
コ
コ
ロ
ヲ
ミ
ル
ョ
リ
モ
ア
キ
ラ
カ
ナ
ル
諸
佛
菩
薩
ヲ
。
孔
老
等
二
比
類
セ
ン
。
愚
闇
ト
イ
フ

．
。
◆
・
・
。
●
●
●
、
●
・
・
●
の
。
●
●
。
。
。
●
。
。
●
●
●
●
。
。
●
（
”
）

ニ
モ
タ
ラ
サ
ル
ナ
リ
。
ミ
ミ
ヲ
オ
ホ
フ
テ
。
三
教
一
致
ノ
言
ヲ
キ
ク
コ
ト
ナ
カ
レ
。
邪
説
中
最
邪
説
ナ
リ
。

道
元
は
儒
仏
道
三
教
を
一
致
と
見
倣
す
考
え
を
強
く
否
定
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
『
清
浄
法
行
経
」
を
引
き
つ
つ
、
ヨ
ノ
説
ミ

ナ
非
ナ
リ
。
」
と
し
、
湛
然
を
引
き
つ
つ
「
三
聖
派
遣
説
」
を
否
定
し
て
い
る
。

両
者
に
お
け
る
共
通
点
と
し
て
は
、
儒
家
の
忠
孝
が
三
世
に
渡
ら
ず
、
今
世
に
限
る
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
前
記
の
「
開
目

両
者
に
お
け
る
共
通
点

宗
祖
に
お
け
る
三
聖
派
遣
説
（
芹
澤
寛
隆
）
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抄
」
に
は

い
ま
だ
過
去
未
来
を
一
分
も
し
ら
ず
。
玄
者
、
黒
也
、
幽
也
。
か
る
が
ゆ
へ
に
玄
と
い
う
。
但
現
在
計
し
れ
る
に
に
た
り
。
現

在
に
を
ひ
て
仁
義
を
製
し
て
身
を
ま
ほ
り
、
国
を
安
ず
。
此
に
相
違
す
れ
ば
族
を
ほ
ろ
ぼ
し
家
を
亡
等
い
う
。
此
等
の
賢
聖
の

と
あ
り
、
「
正
法
眼
蔵
」
に
は

ｌ
ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
Ｉ
Ｏ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
１
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
０
１
１
１
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
０
０
０
０
０
０
０
１
８
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

孔
子
イ
マ
タ
應
迩
ノ
説
ナ
シ
。
イ
ハ
ン
ャ
孔
老
ハ
先
因
ヲ
シ
ラ
ス
。
當
果
ヲ
ト
ヵ
ス
。
ワ
ッ
ヵ
ニ
一
世
ノ
忠
孝
ヲ
モ
テ
。
キ
ミ

Ｉ
０
１
０
１
１
０
０
１
ｌ
Ｉ
ｌ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
Ｏ
０
０
Ｉ
０
０
０
０
０
０
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
９
１
１
Ｉ
Ｉ
０
０
０
０
０
１
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
０
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
０
０
１
０
ｌ
０
０
Ｉ
Ｏ
０
Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
１
Ｉ
１
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
０
０
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
１
１
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｏ
０
０
０
０
０
１
０
０
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
０
１

ニ
ッ
カ
へ
。
家
ヨ
ヲ
サ
ム
ル
術
ヲ
ム
ネ
ト
ス
ル
ナ
リ
。
サ
ラ
ニ
後
世
ノ
説
ナ
シ
。
ス
テ
ニ
コ
レ
断
見
ノ
流
類
ナ
ル
ヘ
シ
。
（
中

略
）
如
キ
ハ
孔
丘
姫
旦
ノ
之
語
。
三
皇
五
帝
之
書
ノ
。
孝
ハ
以
テ
治
メ
家
ヲ
。
忠
ハ
以
テ
治
メ
國
ヲ
。
輔
ハ
以
テ
利
ス
民
ヲ
。

只
タ
是
レ
一
世
ノ
之
内
。
不
渡
ラ
過
未
二
。
未
タ
齊
カ
ラ
佛
法
ノ
之
益
ス
ル
ニ
於
三
世
ヲ
。
豈
不
ン
ャ
謬
ラ
乎
マ
コ
ト
ナ
ル

只
タ
是
レ
ー
世
，

（
鋤
）

カ
ナ
古
徳
ノ
語
。

と
あ
り
、
三
世
に
わ
全

三
世
に
わ
た

・
両
者
の
相
違
点

「
三
聖
派
遣
説
」
を
説
い
て
い
る
箇
所
に
お
け
る
両
者
の
相
撤

か
と
い
う
点
で
あ
る
。
宗
祖
は
、
「
三
聖
派
遣
説
」
自
体
を
否
箏

度
）
の
菩
薩
の
応
迩
で
あ
る
と
い
う
点
を
認
め
て
い
る
。
し
か
－

和
光
懸
迩
ノ
功
徳
ハ
。
ヒ
ト
リ
三
世
諸
佛
菩
薩
ノ
法
ナ
リ
。

’
１
１
１
１
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
１
１
１
１
１
０
０
０
１
０
１
０
１
１
１
１
１
０
１
１
１
１
１
１
１
１
Ｉ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
Ｉ
Ｏ
Ｏ
１
１
１
１
１
１
１
１
１

人
々
は
聖
人
な
り
と
い
え
ど
も
、
過
去
を
し
ら
ざ
る
こ
と
凡
夫
の
背
を
み
ず
、
未
来
を
か
が
み
ざ
る
こ
と
盲
人
の
前
を
み
ざ
る

０
０
０
１
１
８
１
０
１
１
１
０
０

が
ご
と
し
。
（
中
略
）
、

（
配
）

１
１
１
１
１
０
１
１
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０

の
賢
聖
に
あ
ら
ず
。

（
鋤
）

一
聖
派
遣
説
」
を
説
い
て
い
る
箇
所
に
お
け
る
両
者
の
相
違
点
は
、
応
迩
（
垂
迩
・
再
誕
・
応
現
・
出
現
）
を
認
め
て
い
る
か
否

い
う
点
で
あ
る
。
宗
祖
は
、
「
三
聖
派
遣
説
」
自
体
を
否
定
し
て
い
な
い
た
め
、
震
旦
（
中
国
）
の
孔
子
や
老
子
が
天
竺
（
印

の
菩
薩
の
応
迩
で
あ
る
と
い
う
点
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
道
元
は

和
光
懸
迩
ノ
功
徳
ハ
。
ヒ
ト
リ
三
世
諸
佛
菩
薩
ノ
法
ナ
リ
。
俗
塵
凡
夫
ノ
所
能
ニ
ァ
ラ
ス
。
實
業
ノ
凡
夫
。
イ
ヵ
テ
ヵ
應
迩
二

宗
祖
に
お
け
る
三
聖
派
過
説
（
芹
澤
寛
隆
）

る
忠
孝
を
説
い
て
い
る
仏
教
の
優
位
性
を
認
め
て
い
る
。

Ｉ
Ｏ
１
１
１
０
０
１
０
Ｉ
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
０
０
０
０
０
０
１
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
０
０
０
Ｉ
０
Ｉ
０
１
１
１
１
０
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
０
０
１
１
１
８
０
１
ｌ
ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
１
１
０
１
０
０
０
０
８
１
Ｉ
ｌ
Ｏ
１
０
９
１
０
１
０
０
０
１
Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｏ
１
１
１
１
０

過
去
未
来
を
し
ら
ざ
れ
ば
父
母
・
主
君
・
師
匠
の
後
世
を
も
た
す
け
ず
、
不
知
恩
の
者
な
り
。
ま
こ
と
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先
に
宗
祖
以
前
も
し
く
は
同
時
期
の
者
に
よ
る
「
三
聖
派
遣
説
」
を
挙
げ
た
が
、
そ
の
い
ず
れ
の
場
合
で
も
否
定
は
さ
れ
て
い
な

い
。
證
眞
も
「
諸
文
引
用
不
同
」
と
は
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
説
の
否
定
は
し
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
よ
り
多
く
の
文
献
の
確
認

を
行
い
、
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
宗
祖
の
よ
う
に
「
三
聖
派
遣
説
」
を
認
め
る
と
い
う
の
が
当
時
の
主
流
の
考
え
だ
っ
た

宗
祖
が
「
三
聖
派
遣
説
」
の
よ
う
な
垂
迩
（
応
迩
・
再
誕
・
応
現
・
出
現
）
を
認
め
て
い
る
理
由
は
何
で
あ
る
の
か
、
そ
の
理
由
と

考
え
ら
れ
る
の
は
以
下
の
点
で
あ
る
。

自
在
ア
ラ
ン
。
孔
子
イ
マ
タ
應
迩
ノ
説
ナ
シ
。
イ
ハ
ン
ャ
孔
老
ハ
先
因
ヲ
シ
ラ
ス
。
當
果
ヲ
ト
カ
ス
。
ワ
ッ
カ
一
二
世
ノ
忠
孝

ヲ
モ
テ
。
キ
ミ
ニ
ッ
ヵ
ヘ
。
家
ヨ
ヲ
サ
ム
ル
術
ヲ
ム
ネ
ト
ス
ル
ナ
リ
。
サ
ラ
ニ
後
世
ノ
説
ナ
シ
。
ス
テ
ニ
コ
レ
断
見
ノ
流
類
ナ

●
●
●
●
●
◆
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
◆
●

ル
ヘ
シ
。
（
中
略
）
諸
佛
菩
薩
ヲ
。
孔
老
等
二
比
類
セ
ン
。
愚
闇
ト
イ
フ
ニ
モ
タ
ラ
サ
ル
ナ
リ
。
ミ
ミ
ヲ
オ
ホ
フ
テ
。
三
教
一

．
●
●
●
●
。
●
●
●
。
●
●
。
。
●
●
●
●
。
。
（
別
）

致
ノ
言
ヲ
キ
ク
コ
ト
ナ
カ
レ
。
邪
説
中
最
邪
説
ナ
リ
。

と
あ
る
よ
う
に
、
三
聖
の
応
迩
を
否
定
し
「
三
聖
派
遣
説
」
お
よ
び
三
教
一
致
説
を
「
邪
説
中
最
邪
説
ナ
リ
」
と
断
じ
て
い
る
。
そ

の
根
拠
と
し
て
、
そ
も
そ
も
「
三
聖
派
遣
説
」
は
そ
れ
を
紹
介
し
た
湛
然
自
身
が
「
准
諸
目
録
皆
推
此
經
以
爲
疑
償
」
と
述
べ
て
い

る
こ
と
、
ま
た
曹
洞
禅
に
と
っ
て
、
重
要
な
法
門
で
あ
る
相
伝
を
考
え
た
と
き
に
、
韓
輪
聖
王
に
も
劣
る
三
聖
の
応
迩
は
認
め
ら
れ

な
い
と
い
う
点
が
根
拠
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
両
者
の
解
釈
の
違
い
は
何
に
よ
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

・
先
師
の
見
解
の
受
容

五
、
宗
祖
に
お
け
る
垂
迩

宗
祖
に
お
け
る
三
聖
派
遣
説
（
芹
澤
寛
隆
）
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・
宗
祖
に
お
け
る
説
話
活
用
の
態
度

宗
祖
は
自
身
の
生
涯
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
「
説
話
」
や
人
物
を
自
身
の
文
章
や
曼
茶
羅
の
中
で
用
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
宗
祖
に
は
依
経
と
し
た
「
法
華
経
」
中
に
出
て
く
る
経
文
で
あ
っ
て
も
、
自
身
の
境
遇
や
立
場
に
よ
っ
て
、
文
章
中
に
反

映
さ
せ
な
い
と
い
う
例
が
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
「
法
華
経
」
の
「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
」
に
「
或
は
怨
賊
の
謹
ん
で

（
型
）

各
刀
を
執
っ
て
害
を
加
う
る
に
値
わ
ん
に
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
。
宗
祖
は
文
永
八
年
（
一
二
七
一
）
に
鎌
倉
龍
の
口
に
て
、
斬
首

さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
宗
祖
は
し
ば
し
ば
自
身
の
文
章
中
で
示
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
こ
の
経
文
を
引
用

し
た
例
は
無
い
。
こ
の
経
文
は
あ
く
ま
で
も
観
音
菩
薩
信
仰
の
結
果
が
示
さ
れ
て
お
り
、
宗
祖
は
観
音
信
仰
を
持
た
な
か
っ
た
た
め

に
、
自
身
の
経
験
と
類
似
し
た
経
文
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
例
と
し
て
引
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
同
じ
く
「
法

（
認
）

華
経
」
の
「
勧
持
品
」
に
「
数
数
損
出
せ
ら
れ
」
と
あ
り
、
自
身
の
二
度
の
流
罪
は
こ
の
経
文
の
通
り
で
あ
る
と
し
て
、
こ
ち
ら
も

何
度
も
引
用
し
て
い
る
が
、
こ
の
経
文
が
「
宗
祖
遺
文
」
中
に
出
て
く
る
の
は
、
二
度
の
流
罪
を
経
験
し
た
後
で
あ
り
、
そ
れ
以
前

華
経
」
の
「
勧
持
品
」
に
「
数
熱

何
度
も
引
用
し
て
い
る
が
、
こ
（

の
文
章
に
は
一
切
登
場
し
な
い
。

そ
の
他
に
も
「
法
華
経
」
「
五
百
弟
子
受
記
品
」
中
に
示
さ
れ
る
「
阿
那
律
」
が
普
明
如
来
に
な
る
と
い
う
授
記
を
確
認
す
る
と
、

真
蹟
現
存
の
も
の
に
は
、
普
明
如
来
に
な
る
と
い
う
授
記
は
示
さ
れ
な
い
が
、
日
興
写
本
の
み
、
そ
の
授
記
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
事
例
の
よ
う
に
、
宗
祖
は
「
法
華
経
」
や
「
弘
決
」
、
「
法
華
文
句
記
」
等
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
の
で
は
な
く
、
宗
祖
自
身

の
考
え
を
も
っ
て
、
も
し
く
は
自
身
の
解
釈
に
関
連
す
る
文
献
を
用
い
て
の
引
用
の
可
能
性
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
た

宗
祖
独
自
の
認
識
と
し
て
以
下
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

・
天
台
大
師
再
誕
説
の
受
容

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

宗
祖
に
お
け
る
三
聖
派
避
説
（
芹
澤
寛
隆
）
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宗
祖
に
お
け
る
相
承
は
、
宗
学
上
、
外
相
承
と
内
相
承
に
区
分
さ
れ
る
。
外
相
承
と
は
三
国
四
師
相
承
の
こ
と
で
あ
り
宗
祖
に
い

た
る
法
華
経
の
信
仰
系
譜
を
歴
史
的
現
実
の
面
か
ら
み
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
に
亘
る
釈
尊
・
天
台
大

師
・
伝
教
大
師
の
三
国
三
師
で
あ
る
。
「
顕
仏
未
来
記
」
に

天
台
大
師
信
順
釈
迦
、
助
法
華
宗
敷
揚
震
旦
、
叡
山
一
家
相
承
天
台
助
法
華
宗
弘
通
日
本
等
云
云
。
安
州
宗
祖
恐
相
承
三
師
助

（
認
）

法
華
宗
流
通
末
法
。
三
加
一
号
三
国
四
師
。

天
台
大
師
は
釈
迦
に
信
順
し
、
法
華
宗
を
助
け
て
震
旦
に
敷
揚
し
、
叡
山
の
一
家
は
天
台
に
相
承
し
法
華
宗
を
助
け
て
日
本
に

弘
通
す
等
云
云
。
安
州
の
宗
祖
は
恐
ら
く
は
三
師
に
相
承
し
法
華
宗
を
助
け
て
末
法
に
流
通
す
。
三
に
一
を
加
え
て
三
国
四
師

後
五
百
年
之
前
其
中
間
一
百
年
之
間
南
岳
・
天
台
等
出
現
於
漢
土
粗
弘
宣
法
華
之
実
義
。

後
五
百
年
の
前
そ
の
中
間
一
百
年
の
間
に
、
南
岳
・
天
台
等
漢
土
に
出
現
し
て
粗
法
華
の
実
義
を
弘
宣
し
た
も
う
。

と
延
べ
、
受
容
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
説
話
を
道
元
は
受
容
し
て
い
な
い
。
イ
ン
ド
と
中
国
と
い
う
異
な
る
国
の
間
で
同

じ
人
物
が
出
現
す
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
認
識
が
、
「
三
聖
派
遣
説
」
を
認
め
る
と
い
う
意
識
に
繋
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
”
）

粗
弘
宣
法
華
之
実
義
。

天
台
大
師
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
そ
の
弟
子
で
あ
る
灌
頂
の
撰
で
あ
る
「
晴
天
台
智
者
大
師
別
傳
」
に
「
昔
日
霊
山
同
聰
法
華
。

（
弱
）

宿
縁
所
追
今
復
来
突
。
」
と
あ
り
、
天
台
大
師
と
そ
の
師
で
あ
る
慧
思
が
共
に
印
度
の
釈
迦
が
『
法
華
経
」
を
説
い
た
霊
鷲
山
に
い

た
と
い
う
説
話
が
あ
る
。
こ
の
説
話
を
宗
祖
は

（
釧
）

天
台
大
師
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
そ
の
弟
子
で
あ
る
灌
頂
の
撰
で
あ
る
「
晴
天
台
智
者
大
師
別
傳
」
に

・
宗
祖
に
お
け
る
相
承
意
識

像
法
中
末
観
音
薬
王
示
現
南
岳
天
台
等
出
現
以
迩
門
為
面
以
本
門
為
裏
百
界
千
如
一
念
三
千
尽
其
義
。

像
法
の
中
末
に
観
音
・
薬
王
・
南
岳
・
天
台
等
と
示
現
し
、
出
現
し
て
、
迩
門
を
以
て
面
と
な
し
、
本
門
を
以
て
裏
と
な
し
て
、

（
妬
）

百
界
干
如
・
一
念
三
千
そ
の
義
を
尽
く
せ
り
。

宗
祖
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け
る
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遺
説
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と
あ
る
よ
う
に
伝
教
大
師
滅
後
の
日
本
天
台
宗
は
、
慈
覚
大
師
円
仁
や
智
証
大
師
円
珍
等
に
よ
っ
て
密
教
化
さ
れ
、
伝
教
大
師
の
法

華
経
信
仰
の
精
神
を
喪
失
し
た
と
し
、
自
己
の
法
華
経
信
仰
の
系
譜
を
釈
尊
・
天
台
大
師
・
伝
教
大
師
に
も
と
め
、
そ
の
正
統
性
を

主
張
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
内
相
承
と
は
宗
祖
の
内
証
に
お
け
る
法
華
経
信
仰
の
相
承
で
あ
り
、
信
仰
の
内
実
は
釈
尊
に
直
結
す
る

純
粋
な
法
華
経
信
仰
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
先
に
挙
げ
た
宗
祖
自
身
に
よ
る
上
行
菩
薩
自
覚
が
釈
尊
に
直
結
す
る
も
の
が
内
相
承
な
の

で
あ
る
。
「
法
華
経
」
の
「
如
来
神
力
品
」
に

爾
時
仏
告
。
上
行
等
菩
薩
大
衆
。
諸
仏
神
力
。
如
是
無
量
無
辺
。
不
可
思
議
。
（
中
略
）
是
故
汝
等
。
於
如
来
滅
後
。
応
当
一

（
調
）

心
。
受
持
読
調
。
解
説
。
書
写
。
如
説
修
行
。

と
あ
り
、
釈
尊
は
自
身
の
滅
後
の
末
法
に
上
行
菩
薩
に
『
法
華
経
』
を
弘
通
す
べ
し
と
付
属
し
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
宗
祖
は

（
柵
）

自
身
が
上
行
菩
薩
で
あ
る
と
い
う
自
覚
、
上
行
菩
薩
の
応
迩
（
応
現
・
再
誕
）
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
持
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
相

承
は
い
ず
れ
も
時
間
、
空
間
を
超
越
し
て
い
る
。
相
伝
の
よ
う
に
連
綿
と
し
た
継
承
で
は
な
く
、
正
法
を
軸
と
し
た
相
承
意
識
で
あ

り
、
そ
の
中
で
は
時
間
的
空
間
的
超
越
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

・
全
て
の
世
界
観
を
法
華
経
世
界
に
組
み
込
む
た
め

宗
祖
は
「
開
目
抄
」
に
お
い
て
仏
典
と
外
典
・
外
道
、
大
乗
と
小
乗
、
権
教
と
実
教
、
（
法
華
経
）
本
門
と
迩
門
、
下
種
益
と

熟
・
脱
益
の
五
つ
の
相
対
を
行
い
、
「
法
華
経
」
本
門
八
品
に
説
か
れ
る
題
目
を
以
て
最
上
の
も
の
と
し
、
そ
の
中
に
相
対
し
た
す

べ
て
の
教
え
が
含
ま
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
外
典
に
説
か
れ
た
教
え
や
聖
人
も
ま
た
『
法
華
経
」
に
組
み
込
ま
れ
た
存

在
で
あ
り
、
彼
ら
の
思
想
や
治
世
は

と
号
づ
く
。

（
判
）

仏
法
已
前
三
皇
五
帝
以
五
常
治
国
。
夏
桀
・
段
封
・
周
幽
等
破
礼
儀
喪
国
遠
当
仏
誓
持
破
也
。

宗
祖
に
お
け
る
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聖
派
過
説
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考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
要
因
が
相
ま
っ
て
宗
祖
に
お
け
る
「
三
聖
派
遺
説
」
の
受
容
が
及
び
活
用
が
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
道
元
は
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
聖
人
を

三
皇
。
五
帝
ノ
語
。
イ
マ
タ
韓
輪
聖
王
ノ
ヲ
シ
ヘ
ニ
オ
ョ
フ
ヘ
カ
ラ
ス
。
梵
王
。
帝
鐸
ノ
説
ニ
ナ
ラ
ヘ
論
ス
ヘ
カ
ラ
ス
。
統
領

ス
ル
ト
コ
ロ
。
所
得
ノ
果
報
。
ハ
ル
カ
ニ
劣
ナ
ル
ヘ
シ
。
輪
王
。
梵
王
。
帝
稗
。
ナ
ホ
出
家
受
具
ノ
比
丘
ニ
オ
ョ
ハ
ス
。
イ
カ

（
梱
）

ニ
イ
ハ
ン
ヤ
如
來
ニ
ヒ
ト
シ
カ
ラ
ン
ヤ
。

と
述
べ
、
三
聖
は
菩
薩
に
比
べ
は
る
か
に
劣
っ
た
存
在
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
認
識
の
違
い
が
「
三
聖
派
遣
説
」
の
解
釈
の
違
い

と
な
っ
て
表
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

を
だ
や
か
な
り
き
。
此
は
ひ
と
へ
に
仏
教
の
か
し
こ
き
に
よ
て
、
人
民
の
心
を
く
は
し
く
あ
か
せ
る
な
り
。

と
あ
る
よ
う
に
次
善
の
も
の
と
し
て
評
価
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
一
定
の
評
価
が
「
三
聖
派
遣
説
」
を
容
認
し
た
理
由
と
な
っ
た
と

と
あ
る
よ
う
に
、
中
国
へ
の
仏
法
伝
来
以
前
の
優
れ
た
も
の
で
あ
り
、
仏
法
伝
来
以
降
も

第
に
人
の
心
は
よ
き
こ
と
は
は
か
な
く
、

い
ま
し
め
が
た
し
。
外
経
を
も
っ
て
世
令

外
経
を
も
っ
て
世
を

仏
誓
の
持
破
に
当
れ
る
な
り
。

仏
法
已
前
の
三
皇
五
帝
は
五
常
を
も
っ
て
国
を
治
む
。
夏
の
桀
・
段
の
対
・
周
の
幽
等
の
礼
儀
を
破
り
て
国
を
喪
す
は
、
遠
く

宗
祖
に
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け
る
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派
過
説
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■■

玉

さ
ま
ら
ざ
り
し
ゆ
へ
に
、
や
う
や
く
仏
経
を
わ
た
し
て
世
間
を
を
さ
め
し
か
ば
、
世

（
蛇
）

わ
る
き
事
は
か
し
こ
く
な
り
し
か
ば
、
外
経
の
智
あ
さ
き
ゆ
へ
に
悪
の
ふ
か
き
失
を

工
坤
ｎ
．
二
一
叩
壷
塁
司
〃
弘
降
ｙ
鰯
国

次
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両
者
の
聖
人
観
を
「
三
聖
派
遣
説
」
の
解
釈
を
基
に
少
し
く
考
察
し
た
。
こ
の
違
い
は
、
共
に
『
法
華
経
」
を
最
重
要
経
典
と
し

つ
つ
も
そ
の
中
に
聖
人
の
説
や
外
典
を
組
み
込
む
か
否
か
と
い
う
ス
タ
ン
ス
の
違
い
に
依
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
宗
祖
の
場
合
は

結
果
的
に
「
三
聖
派
遣
説
」
を
受
容
し
て
い
る
と
い
う
点
で
は
宗
祖
は
同
時
代
の
他
の
僧
た
ち
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
で
宗
祖

独
自
の
解
釈
と
し
て
は
『
弘
決
」
の
引
用
と
い
う
形
で
「
三
聖
派
遣
説
」
を
受
容
し
つ
つ
、
自
身
の
解
釈
に
よ
っ
て
そ
の
説
を
容
認

し
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
、
比
叡
山
の
天
台
教
学
を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
、
独
自
の
解
釈
を
加
え
て
い
る
こ
と
が
確
認
出
来
た
。
ま
た
、

当
時
の
状
況
か
ら
考
察
す
る
と
、
む
し
ろ
道
元
の
解
釈
が
特
殊
で
あ
っ
た
こ
と
も
確
認
で
き
た
。

今
後
は
、
宗
祖
に
お
け
る
垂
迩
の
受
容
と
、
宗
祖
在
世
当
時
に
お
け
る
本
地
垂
迩
説
と
宗
祖
の
関
係
に
つ
い
て
も
見
て
い
き
た
い
。

注（
３
）
「
大
正
」
八
二
巻
七
頁
。

（
４
）
望
月
信
享
著
「
仏
教
大
辞
典
』
武
揚
堂
書
店
一
九
○
九
年
。

（
５
）
望
月
信
享
著
『
仏
教
大
辞
典
」
二
六
六
三
～
二
六
六
四
頁
。

（
６
）
石
橋
成
康
稿
「
新
出
七
寺
蔵
「
清
浄
法
行
経
」
孜
」
「
東
方
宗
教
」
七
八
巻
、
一
九
九
一
年
、
「
新
出
七
寺
蔵
「
清
浄
法
行
経
」
孜
Ｉ

（
２
）
「
定
遺
」
五
三
五
頁
。

（
１
）
略
称
に
つ
い
て
、
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
「
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遮
文
改
訂
増
補
版
」
身
延
久
遠
寺
一
九
八
八
年
↓
「
定

遺
」
、
『
大
正
新
修
大
蔵
経
」
大
蔵
出
版
株
式
会
社
↓
「
大
正
」
と
す
る
。

宗
祖
に
お
け
る
三
聖
派
過
説
（
芹
灘
寛
隆
）
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２
１
疑
経
成
立
過
程
に
お
け
る
一
断
面
」
「
仏
教
文
化
研
究
」
三
七
巻
、
一
九
九
二
年
。

（
７
）
野
村
卓
美
稿
「
我
が
国
に
お
け
る
疑
経
「
清
浄
法
行
経
」
の
受
容
二
二
聖
派
遣
説
話
と
舎
利
信
仰
（
沙
加
戸
弘
教
授
退
休
記
念
）
」

「
文
芸
論
叢
」
七
八
巻
、
二
○
一
二
年
等
。

（
８
）
愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
に
あ
る
真
言
宗
智
山
派
長
福
寺
（
通
称
、
七
寺
）
に
て
発
見
さ
れ
た
。

（
９
）
善
珠
（
七
二
三
’
七
九
七
）
は
法
相
宗
の
僧
。

（
ｍ
）
安
然
（
八
四
一
？
’
九
一
五
？
）
は
天
台
宗
の
僧
で
あ
り
「
悉
曇
蔵
」
は
元
慶
四
（
八
八
○
）
年
成
立
と
さ
れ
る
。

（
ｕ
）
「
神
道
大
系
」
の
解
題
に
よ
れ
ば
承
応
二
年
ご
ろ
の
成
立
で
あ
り
、
天
台
系
の
学
僧
の
筆
に
よ
る
と
あ
る
。
し
か
し
こ
の
箇
所
に
つ
い

て
は
最
古
の
写
本
に
確
認
さ
れ
な
い
の
で
、
後
世
の
加
筆
の
可
能
性
も
あ
る
。

（
吃
）
良
忠
（
二
九
九
’
一
二
八
七
）
は
浄
土
宗
三
祖
。

（
昭
）
了
尊
は
真
言
宗
の
僧
で
あ
り
本
書
は
弘
安
十
（
一
二
八
七
）
年
成
立
。

（
Ｍ
）
頼
宝
（
一
二
七
九
’
一
三
三
○
）
は
真
言
宗
の
僧
。

（
鴫
）
慈
遍
は
鎌
倉
期
か
ら
南
北
朝
に
か
け
て
の
浄
土
宗
の
僧
。

（
蝿
）
写
本
は
建
武
四
年
（
一
三
三
七
）
の
も
の
で
あ
る
が
、
諸
本
に
よ
れ
ば
菅
原
爲
長
が
没
し
た
寛
元
四
年
二
二
四
六
）
以
前
の
成
立

（
吃
）
良
忠
二
一
九

（
昭
）
了
尊
は
真
言
宗

（
Ｍ
）
頼
宝
（
一
二
七

（
鴫
）
慈
遍
は
鎌
倉
期

（
蝿
）
写
本
は
建
武
四

で
あ
る
と
さ
れ
る
。

（
〃
）
先
行
研
究
で
は
「
悲
華
経
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
『
悲
華
経
」
を
確
認
す
る
と
こ
の
記
述
は
な
い
。
後
世
に
ね
つ
造
も
し
く

は
加
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
肥
）
本
書
は
奥
書
に
よ
る
と
弘
安
三
年
（
一
二
八
○
）
の
成
立
。

（
的
）
野
村
前
掲
論
文
六
五
頁
・
六
八
頁
。

（
別
）
覚
憲
（
二
三
一
’
一
二
一
三
。

（
幻
）
湛
然
撰
「
摩
訶
止
観
輔
行
伝
弘
決
」
「
大
正
」
四
六
巻
一
四
一
頁
よ
り
。

宗
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（
理
）
湛
然
撰
「
廉
訶
止
観
輔
鐸

（
羽
）
「
災
難
興
起
由
来
」
「
定
”

（
別
）
「
開
目
抄
」
「
定
遺
」
五
一

（
あ
）
「
下
山
御
消
息
」
「
定
遺
」

（
邪
）
「
摩
訶
止
観
」
「
大
正
」
、

（
”
）
「
正
法
眼
蔵
」
「
大
正
」
耐

（
堅
「
開
目
抄
」
『
定
避
」
五
一

（
酌
）
「
正
法
眼
蔵
」
「
大
正
」
碗

（
鋤
）
宗
祖
は
様
々
な
表
現
で
志

め
、
そ
の
例
を
併
記
し
た
。

（
弧
）
「
正
法
眼
蔵
」
「
大
正
」
爪

（
犯
）
「
大
正
」
第
九
巻
、
五
七

（
調
）
「
大
正
」
第
九
巻
、
三
六

（
鍵
）
潅
頂
撰
「
晴
天
台
智
者
一

（
錫
）
同
右
一
九
一
頁
Ｃ
段
。

（
妬
）
「
如
来
滅
後
五
五
百
歳
始

（
師
）
「
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
」

（
翌
「
顕
仏
未
来
記
」
「
定
遺
」

（
翌
「
妙
法
蓮
華
経
」
『
大
正
」

（
“
）
宗
祖
は
「
下
山
御
消
息
」

湛
然
撰
「
廉
訶
止
観
輔
行

「
如
来
滅
後
五
五
百
歳
始

「
正
法
眼
蔵
」
「
大
正
」
八

宗
祖
に
お
け
る
三
聖
派
過
説
（
芹
澤
寛
隆
）

伝
弘
決
」
「
大
正
」
四
六
巻
、
三
四
三
頁
Ｃ
ｏ

「
災
難
興
起
由
来
」
「
定
遺
」
一
五
八
頁
。

「
開
目
抄
」
「
定
遺
」
五
三
六
頁
。

「
下
山
御
消
息
」
「
定
遺
」
一
三
一
四
頁
。

「
摩
訶
止
観
」
「
大
正
」
四
六
巻
七
八
頁
Ｃ
段
。

「
正
法
眼
蔵
」
「
大
正
」
八
二
巻
二
九
八
頁
Ｃ
段
～
二
九
九
頁
Ｂ
段
。

「
開
目
抄
」
『
定
避
」
五
三
五
～
五
三
六
頁
。

「
正
法
眼
蔵
」
「
大
正
」
八
二
巻
二
九
八
頁
Ｃ
段
～
二
九
九
頁
Ａ
段
。

宗
祖
は
様
々
な
表
現
で
応
迩
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
の
使
い
方
や
意
味
付
け
に
つ
い
て
は
日
蓮
門
下
で
様
々
な
意
見
が
あ
る
た

観
心
本
尊
抄
」
「
定
遺
」
七
一
九
頁
。

「
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
」
「
定
遺
」
八
九
九
頁
。

「
顕
仏
未
来
記
」
「
定
遺
」
七
四
三
頁
。

「
妙
法
蓮
華
経
」
『
大
正
」
九
巻
五
二
頁
Ａ
・

宗
祖
は
「
下
山
御
消
息
」
に
お
い
て
「
像
法
一
千
年
が
内
に
入
ぬ
れ
ば
月
氏
の
仏
法
漸
く
漢
土
・
日
本
に
渡
来
る
。
世
尊
、
眼
前
に

二
巻
二
九
八
頁
Ｃ
段
～
二
九
九
頁
Ｂ
段
。

「
大
正
」
第
九
巻
、
五
七
頁
Ｃ
・

「
大
正
」
第
九
巻
、
三
六
頁
Ｃ
ｏ

潅
頂
撰
「
晴
天
台
智
者
大
師
別
傳
」
「
大
正
」
五
○
巻
一
九
一
頁
よ
り
。
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薬
王
菩
薩
等
の
通
化
他
方
の
大
菩
薩
に
、
法
華
経
の
半
分
迩
門
十
四
品
を
譲
給
。
こ
れ
は
又
地
涌
の
大
菩
薩
、
末
法
の
初
に
出
現
せ
さ
せ

給
て
、
本
門
寿
量
品
の
肝
心
た
る
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
、
一
閻
浮
提
の
一
切
衆
生
に
唱
さ
せ
給
べ
き
先
序
の
た
め
也
。
所
謂
迩
門

弘
通
の
衆
は
南
岳
・
天
台
・
妙
楽
・
伝
教
等
是
也
。
今
の
時
は
世
す
で
に
上
行
菩
薩
等
の
御
出
現
の
時
剋
に
相
当
れ
り
。
而
に
余
愚
眼
を

以
て
こ
れ
を
見
に
、
先
相
す
で
に
あ
ら
は
れ
た
る
歎
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
日
蓮
門
下
で
は
、
こ
の
文
等
を
以
て
宗
祖
が
上
行
菩
薩
の
応

現
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
持
っ
た
と
し
て
い
る
。

（
狸
）
「
災
難
対
治
紗
」
「
定
過
」
一
六
九
頁
。

（
似
）
「
智
慧
亡
国
御
書
」
「
定
遺
」
二
二
八
頁
。

（
“
）
『
正
法
眼
蔵
」
「
大
正
」
八
二
巻
二
九
九
頁
Ａ
段
。

宗
祖
に
お
け
る
三
聖
派
遣
説
（
芹
澤
寛
隆
）
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